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学
校
で
頑
張
っ
て
い
る
の
は
生
徒
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
も
一

生
懸
命
南
農
生
を
成
長
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
１

１
月
に
入
っ
て
か
ら
、
私
と
教
頭
先

生
で
先
生
方
の
授
業
を
観
察
し
て

い
ま
す
。
全
て
の
先
生
が
「こ
の
授

業
の
目
的
」
や
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
」を
通
し
て
一

人
ひ
と
り
の
理
解
に
応
じ
た
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
の
高
校

生
時
代
を
振
り
返
っ
て
も
「今
の
先

生
方
は
研
究
熱
心
で
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
る
な
」と
本
当
に
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。
実
習
だ
け
で
は

な
く
、
座
学
に
お
い
て
も
頑
張
る
南

農
生
を
見
る
機
会
と
な
る
授
業
観

察
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま

す
！

「受け身と前向き」な答えについて

南農では各学科においてそれぞれの特徴を活かした農業学習を行っているのはみなさんご存じのことでしょう。私は、南農生が日頃学ん

でいる内容は「世間において高く評価されるべきものだ」と思っています。そのことをよく理解されている地域の様々な所から「是非南農

で交流学習をしたい」との依頼を多く受けます。沖縄の暑い夏もようやく一段落しつつあるこの時期は多くの交流学習の機会があり、指

導する側・受ける側、両者にとってとても大切な学びの一時となっています。今回はそんな交流学習の様子を一部紹介します。

先生方も頑張っています！

南農生、大活躍！ 日頃の学びを活かして多くの交流学習を実践！

芸術の秋！中国伝統の雑技を堪能しました

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
読
書
の
秋
・食
欲
の
秋
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
先
日
南
農
で

は
芸
術
の
秋
に
ち
な
ん
で
中
国
太
陽
芸
術

団
に
よ
る
「
チ
ャ
イ
ナ
で
や
っ
ち
ゃ
い
な
」

と
題
し
た
芸
術
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。

私
は
「
芸
術
・
文
化
は
、
心
の
栄
養
剤
」だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
は
そ
の
才
能

は
な
い
ん
で
す
が
、
美
術
や
音
楽
、
映
画

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
く
の
分
野
が
大
好
き

で
、
特
に
今
年
の
甲
子
園
で
の
県
勢
の
優

勝
は
多
く
の
県
民
の
心
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
皿
回
し
や
テ
レ
ビ

等
で
も
有
名
な
変
面
、
ム
チ
使
い
な
ど
多

く
の
演
目
が
あ
り
、
ま
た
生
徒
達
も
積
極

的
に
舞
台
に
立
っ
て
く
れ
て
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
著
作
権
の
関
係
で
実
際
の
写

真
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
す

が
、
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
満
喫
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

まもなく第３０回農業祭です！

１２月の１３・14日の2日間にわたって「第３０回農業祭」

が開催されます。本校の教育活動、生徒の日々の学習活

動を保護者並びに地域に理解してもらうとともに、学習成

果を展示発表し、生産物の販売実習や様々な取り組みを

通して生徒の社会性、自主性、創造力の育成を図るという

目的で行われます。今年のスローガンは「自然と大地の恵

みを感じよう！」で、当日は各学科の生産物の販売や学科

の紹介、体験コーナーなど楽しいことが盛りだくさんな内

容になると思います。是非中学生の皆さんも南農を知る

きっかけになると思うので、ちょっとの時間だけでも覗きに

来てみて下さい。輝いている南農生の姿を見ることができ

ると思います。2日間とも9時半～14時までの開場ですの

で時間を間違えないようにして下さい！

保育園児と一緒に大根の間引きをしました

2学期も終盤に入り、南農最大の行事「農業祭」が間近に迫ってきました。

南農生も毎日の実習や準備にそれぞれの役割を果たしてくれています。

「農業祭」が3年に1回の行事であることを考えると、今回の農業祭は全生

徒にとって最初で最後の農業祭ということになります。今年は台風の被害

もなく、万全に当日を迎えられそうです。そんな中、毎日元気に登校してく

る生徒を見ていて、どのような気持ちで準備に臨んでいるのだろうとふと

思うことがあります。「先生に言われたから」「やらないといけないことだか

ら」という答えが一番多いかもしれません。もちろん、言われたことややら

ないといけないことをきちんとできるということは、大変素晴らしいことで

すし、南農生にはその責任感がきちんと身に付いていると思います。ただ、

この答えはどちらかというと「受け身な答え」だと思います。その反対に

「前向きな答え」もあると私は考えています。「販売を通してお客様の立場

を理解する」とか「仕事について理解し、将来に活かすため」等がそれにあ

たるかもしれません。何事にも「受け身」や「前向き」な答えがあるならば、

皆さんはどちらがいいと考えますか？答えは人それぞれでどちらでも正し

いと思います。ただ、私は「前向きな答え」の方がその後の成長に差が出

ると思っています。ではどうすれば「前向きな答え」になれるのでしょう

か？残念ながらそれは、自分自身でしか決めることができません。自分の

考えや気持ちは自分でしかコントロールできません。だからこそ「前向き」

に物事を考えることは自分にしかできないことなんです。私自身「やらね

ばならない事なら常に前向きに」と思って一日を過ごしています。「受け身

と前向き」、皆さんはどう考えますか？

鶏に触れる島尻特支小学部の皆さん一般農家に交じって県の畜産共進会にも出場

保育園児への読み

聞かせの様子

校内も農業祭の雰囲気が．．．


